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ていることを確認できた。なお、本稿は 2022年度気象学会春季大会予稿[1]を基に作成した。 
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領域再解析システムは、JRA-55 を境界として東アジア域を水平格子間隔 25 kmで再解析した

上で更に日本域を水平格子間隔 5 km で再解析を行うように構築されている[2]。大気場の時間発

展を気象庁非静力学モデル[5]で解き、観測の同化を局所アンサンブル変換カルマンフィルタ[6]

で行う構成になっている。同化するデータとしては、地上気圧及びラジオゾンデの観測に加え、

海上のみで台風中心位置を利用した。解析において、第一推定値には解析中心からの予報を用

い、予報誤差共分散は 30 メンバーの摂動ランからを評価した。対象期間は 2001 年 7 月から

2021年 6 月までの 20 年間とした。計算は１年分を１ストリームとなるように分割した。各スト

リームは、開始時刻を 25km 格子の再解析では 6月 20 日 12UTC、5km 格子の領域再解析は 6 月 29

日 12UTC とし、スピンアップ期間を除いた同年 7 月から翌年 6 月までを用いた。

33.. 結結果果

期間を通じて概ね安定した再解析ができることを確認できた。同化された観測数は、ラジオゾ

ンデによる斉時観測のある 00/12UTC とそうではない 06/18UTC で異なることを除くと、概ね一貫

しており、第一推定値が観測から離れすぎ、同化する観測数が極端に少なくなることはなかっ

た。海面更正気圧における JRA-55に対する根平均二乗差(RMSD)は、夏季（6–7 月）は平均 0.66

±0.14hPa で、冬季（12–2 月）は平均 0.87±0.22hPa で推移した。冬季は、観測の少ない日本の

南海上を低気圧が発達・通過することが多いため、夏季に比べ RMSDが大きくなった。

台風の中心位置の平均誤差は 60kmで、台風ボーガスを同化している JRA-55 と同程度となっ
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た。中心気圧については、台風の強度情報は直接同化していないものの、中心気圧の誤差は平均

で、 から まで減少し、台風ベストトラックとの対応が に比べて改善した。

側面境界付近では と同じくバイアスが大きかったが、日本の南岸を中心に改善した 図

略 。側面境界付近では台風のスピンアップの問題があるものの、側面から離れると、台風の内

部コアをある程度解像できる高解像度モデルを用いた再解析の有効性が表れることを示唆する。

日本列島上で平均した降水量の季節進行について、気象庁の を含む地上の気象観測地

点での観測値から求めたものと、領域再解析及び の観測地点へ内挿値から求めたものと

で比較する。領域再解析では観測と同様に 月及び 月に極大をとったが、 では 月は

極大とはならなかった。９月は、九州、四国、紀伊半島の東斜面で降水量の多い地域が観測され

る 図１上段 。領域再解析ではその特徴をよく再現できていた 図１下段右 が、 では不

十分であった 図１下段左 。高解像度化に伴い、地形の影響を反映できるようになったこと、台

風強度の日本付近での再現性が改善したことが要因と考えられる。

図１ 月の平均降水量 。上段が 観測値、下段左が 、下段右が領域再解析。
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